
（成人期リレートーク参考資料）
令和 5 年 1 月 26 日

西村悠作さんとの関わり

令和 3 年 1 月より西村（悠作）さんとの関わりがスタートしました。
支援は当初、訪問看護さくらんぼさんと入浴介助支援でご本人の様子や状態を見ながら、ま
たご本人の意思の汲み取り等をご家族や訪看さんに聞きながら支援を行っていきました。

令和 3 年 6 月
外出支援のお話しがご家族より相談がありました。（当初から外出が出来るようにと）
たなごころとしてもヘルパーさんが増え外出できるようご本人との関わりであったり信頼
関係を築いていけるよう支援を行っていました。

令和 3 年 11 月
翌年 1 月に、悠作さんの成人式に出席させてあげたいと家族様よりお話がありました。
ヘルパーとして、たなごころとして目標である成人式への出席を叶えてあげたいとの思い
で、悠作さん訪看さんの協力のもと令和 3 年 12 月 8 日にびわこ学園さんより三号喀痰吸引
修了証をいただくことができ入浴支援時に喀痰吸引・胃ろう注入の支援が始まりました。初
めはご本人も不安だったのか吸引・注入時は凝視されていましたが、支援に入っていくうち
にリラックスされている様子でした。

令和 4 年 1 月 22 日
ご本人・ご家族の目標であった成人式へ
ご自宅より電車に乗りびわ湖ホールの会場へ、ご本人・お母様とヘルパーの 3 人で出席し
ました。
ご本人の様子は、寒くないようにと厚着をしたこともあり、式の途中から筋緊張が頻繁に起
こっていました。（暑いのが苦手）式後、胃ろう注入を行い少し落ち着かれた様子。
帰りは、びわこ湖岸を散歩し記念撮影。
ご本人とご家族にとって思い出に残る良い日を過ごされた様子で微笑ましい気持ちになり
ました。
以降、数回ではありますが、桜を見にご家族と皇子山公園や、三井寺の疎水沿いの桜・大津
京イオンへお買い物・浜大津港へもお出掛けしました。

令和 4 年 11 月



6 月以降は事業所の都合で外出が難しくなっていましたが、体制も少しづつ整い再度、外出
を目標に朝、夕の支援に入らせて頂き目標に向かい進めていたところです。
現在のご本人・ご家族の目標は一人で安心安全に生活が出来ることを目標とされています。
その目標や願いが叶うように、支援や協力をしていければと事業所として、ヘルパーとして
考えています。

以上が、悠作さんとの関わりとなります。

柴田 佳秀（訪問介護事業所たなごころ 管理者）



三号喀痰吸引

① 登録喀痰吸引等事業者（登録特定行為事業者）申請登録

② 平行して別紙①１～３の資料に沿って手続きを始める

ご家族と訪問看護さんと日時調整を行いました。

③ 予定が決定し実地研修申請書（別紙②）全てに記入後、コピーをびわこ学園さんへ送付

研修のための保険加入の手続きをされる。（保険加入が決定 別紙③）

保険加入決定後、実地研修を行うことが可能となります。

④ 別紙 様式② 研修予定表内の現場演習、実地研修を 6 週間以内に判定基準（別紙④  

評価表 各 2 回連続）を満たす。

⑤ 研修を修了すれば評価表をびわこ学園さんへ送付

⑥ 後日、びわこ学園さんから修了証明書・誓約書・交付申請書（別紙⑤）が送られてきま

す。

修了証明書・誓約書・交付申請書・住民票を滋賀県障害福祉課へ送付

⑦ 後日、別紙⑥【認定特定行為業務従事者認定証】が届きます。








































































